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研究要旨 

【目的】閉塞性睡眠時無呼吸(OSA)において上気道閉塞をきたす形態学的要因の

一つとして頭蓋顔面骨に対する上下顎骨の後方偏位が考えられている。また

OSAの重症度と中枢気道抵抗が関連することが報告されている。一方、顎矯正

手術により顎顔面形態の変化だけでなく咽頭気道形態も変化する。今回われわ

れは、顎変形症の患者において顎顔面形態と中枢気道抵抗の術前術後の変化に

ついて検討を行った。【対象と方法】デザインは前向き研究。対象は、2010 年

の 3月から 2012年の 2月までの期間に顎変形症と診断して顎変形手術を施行し

術前術後に CTを撮影した患者を対象とした。年齢、性別、身長、体重、肥満度、

中枢気道抵抗、エプワース眠気尺度、顎顔面側貌の形態顎的因子について解析

を行った。【結果】顎変形症の患者において術前後の形態学的因子と中枢気道抵

抗は必ずしも関連しなかった。 

 

A. 研究目的 

顎変形症患者に対する下顎骨後方移動術

術後の合併症として閉塞性睡眠時無呼吸症

候群の可能性が指摘されている。これまで、

当科では顎変形症患者対象として形態学的

因子であるセファロ分析と機能的因子であ

る中枢気道抵抗の関連について報告してき

た。今回、あらたな形態学的因子として CT

の 3D 構築により咽頭容積を計測し、術前

術後の軟組織の変化について明らかにする

ため検討を行った。 

 

B. 研究方法 

 
対象は、2010年 3月から 2012年 2月ま

での 2 年間に顎変形症と診断され、本研

症例 移動方法 女性 男性 

   1 上顎前方 下顎前方移動 1例 ━ 

2 
3 
4 

下顎後方移動 2例 1例 

5 上顎前方 下顎後方移動 1例 ━ 



究の同意をえられ、顎矯正手術を施行し

た患者 77症例のうち、術前術後に CT撮

影を行いった 5 例としました。症例ごと

に術前術後の中枢気道抵抗値、側面セフ

ァロによる咽頭気道断面積と CT3D構築

による咽頭気道体積を計測した。 

 

C. 研究結果 

側面セファロ分析において下顎前突症患

者（症例１，２，３）に対して行った下顎

骨後方移動術にともない上気道面積が全例

で減少していたが、上顎を前方移動した症

例 5 では面積は拡大していた。CT3D 構築

による気道容積や中枢気道抵抗は下顎前突

症患者に対して行った下顎骨後方移動術に

より必ずしも減少しなかった。 

 

D. 考察 

Achilleos らは側面セファロ分析におい

て下顎前突症患者に対して行った下顎骨後

方移動術にともない上気道面積が減少する

と報告している１）。また、Jae らは CT3D

構築による気道容積は下顎前突症患者に対

して行った下顎骨後方移動術により必ずし

も減少しないことを報告２）しており、それ

らは今回の結果と一致していた。その要因

として、Kawamataらは CT軸位断面にお

いて気道前後径は減少し、気道幅径は変化

がないか増加傾向を示すことを報告３）して

いる。以上から、これまで側面セファロ分

析において下顎後方移動により咽頭気道面

積が有意に減少するため、睡眠時無呼吸の

リスクが増大すると考えられていましたが、

今回の気道容積の比較により下顎後方移動

術後に必ずしも気道の狭窄を認めないこと

がわかりました。 

IOS の計測において、下顎前突症患者の

後方移動術後に気道抵抗が増加する症例の

みでなく、減少する症例もありました。つ

まり、気道抵抗は断面積や体積だけでなく、

気道の形態などさまざまな要因が関連して

いると考えられ、顎変形症手術後の気道の

変化を評価する上で有用ではないかと考

えられた。  

 

E. 結論 

顎変形症の患者において術前後の形態

学的因子と中枢気道抵抗は複雑に関連し

ていることが考えられた．今後はさらに症

例を重ねて、顎変形症術後に睡眠時無呼吸 

を発症するリスク因子や術式の選択の基   

準などについて検討する予定である。 
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